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　断層活動が周辺の岩盤へ及ぼす影響を明らかにするた
めの研究は、高レベル放射性廃棄物の地層処分技術の信
頼性の向上に貢献します。断層沿いの岩盤が破砕された
領域（破砕帯）は、周囲よりも透水性が高くなる傾向に
あり、その分布や特徴を明らかにすることは、断層周辺
の長期的な地下水流動の変化を把握する上で重要なこと
です。私たちはこのような研究開発の一環として、割れ
目や破砕帯から放出される水素ガスを利用した調査手法
の適用性を検討しています。
　活断層直上におけるガス観測により、大気濃度（約
０．５ppm）を大幅に超える水素ガスが、地下から放出され
ていることが過去に報告されています。室内実験などに
よる検討からは、これらの水素ガスは、地震の震源が分
布する地下深部での岩石の破壊に伴って水素ガスが生成
されることに起因し、その水素ガスは地下水などととも
に割れ目の多い部分を移動して地表に達することが指摘
されています。したがって、活断層周辺における水素ガ
ス濃度の分布を広域的に調査することで、割れ目や破砕
帯の連続性，地下水の移行経路の存在など、断層周辺の
水理学的特徴の把握につながる情報を得ることが期待さ
れます。
　我が国に分布する活断層の多くは、数１００万年以上に
及ぶ長い活動の歴史を有することが知られており、その
周辺には活動時期の異なる様々な特徴の割れ目や破砕帯

が分布しており、そこでの水理特性についても異なるこ
とが推定されます。活断層周辺に発達する地下深部から
地表に続く地下水経路の存在など水理学的特徴を把握す
るためには、広域的な水素ガスの濃度分布をとらえる必
要があり、多くの地点での水素ガス濃度を測定しなけれ
ばなりません。しかし、従来の水素ガス測定は、測定装
置が大掛かりで、地下から継続的に放出される水素ガス
の濃度を正確に把握するために１日以上の時間が必要で
した。そこで私たちは、携帯型の水素ガス検知器を利用
した新たな測定方法を考案し（図２-１２）、短期間に多くの
地点の測定が可能となりました。
　図２-１３は、兵庫県に分布する山崎断層周辺における水
素ガス濃度分布調査の例です。山崎断層は８６８年の播磨国
地震の時に活動した活断層です。調査結果からは、高濃
度水素ガスの放出が継続して確認できた地点は活断層沿
いと微小地震の密集している南東部に、高濃度水素ガス
の顕著な放出が認められない地点は活断層から離れた地
域と活断層の北西部に偏在していることが分かりました。
　今後は、この研究で得られた知見を踏まえ、断層やそ
の周辺の破砕帯においての測定事例を増やし、水素ガス
濃度分布と、断層や破砕帯を含む地質構造の分布・性状
との関係の検討から、断層周辺での地下深部から地表へ
続く地下水流動経路の存在やその分布についての基礎情
報を得ていく調査を行う予定です。
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図２-１２　断層破砕帯での水素ガス濃度測定の様子（a）と測
定の流れ（b）
測定装置は小さくて軽いため、大掛かりな作業の必要なく容
易に測定が可能です（a）。
ドリルで掘削した孔に測定装置につながったテフロン
チューブを差し込み、１箇所での測定時間は３～４時間程度
です（b）。
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図２-１３　山崎断層周辺における水素ガス濃度分布
測定開始から２～３時間後にかけての水素ガス濃度の合計（１時間
の積算値）が１０ppm未満は○印、１０ppm以上は●印




